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○ 工事成績評定要領 新旧対照表 

新 旧 
 

工事成績評定要領 
 
第１ から 第１２まで省略 
 
 
附 則 
１ この要領は、平成 16 年 4 月 1 日から施行し、同日以後検査する工事から適

用する。 
２ 工事成績評定要領（平成 11 年 3 月 26 日付け土第 412 号）は廃止する。 
 
附 則 
この要領は、平成 24 年 4 月 1 日から施行し、同日以後検査する工事から適用す
る。 
 
附 則 
この要領は、平成 26 年 7 月 1 日から施行し、同日以後検査する工事から適用す
る。 
 
附 則 
この要領は、平成 26 年 12 月 1 日から施行し、同日以後検査する工事から適用
する。 
 
附 則 
この要領は、平成 27 年 4 月 1 日から施行し、同日以後検査する工事から適用す
る。 
 
附 則 
この要領は、平成 28 年 4 月 1 日から施行し、同日以後検査する工事から適用す
る。ただし、同日前に入札公告等を行った工事については、社会保険等未加入
業者との下請契約締結に関する項目に限り、なお従前の例による。 
 
 
 
 
 
 
 

 
工事成績評定要領 

 
第１ から 第１２まで省略 
 
 
附 則 
１ この要領は、平成 16 年 4 月 1 日から施行し、同日以後検査する工事から適

用する。 
２ 工事成績評定要領（平成 11 年 3 月 26 日付け土第 412 号）は廃止する。 
 
附 則 
この要領は、平成 24 年 4 月 1 日から施行し、同日以後検査する工事から適用す
る。 
 
附 則 
この要領は、平成 26 年 7 月 1 日から施行し、同日以後検査する工事から適用す
る。 
 
附 則 
この要領は、平成 26 年 12 月 1 日から施行し、同日以後検査する工事から適用
する。 
 
附 則 
この要領は、平成 27 年 4 月 1 日から施行し、同日以後検査する工事から適用す
る。 
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○ 工事成績評定要領（工事成績採点表の考査項目別運用表） 新旧対照表 

新 旧 
 

工事成績採点表の考査項目別運用表 
１.施工体制 
Ⅰ．施工体制一般 
評価対象項目 省略 
※□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□受注者が社会保険等未加入建設業者と下請契約を締結した場合（注）、
下記の「社会保険等未加入業者との下請契約締結」欄をチェックし施工体制一
般の評価を１ランク下げる。（注）発注者が特別の事情を有しないと認めた場
合、又は特別の事情を有すると認めた場合で、発注者が定める一定の期間内
に、当該社会保険等未加入建設業者が社会保険等につき届出の義務を履行した
事実を確認できる書類が提出されなかった場合 

 
□ 社会保険等未加入業者との下請契約締結 

 
 

 
工事成績採点表の考査項目別運用表 

１.施工体制 
Ⅰ．施工体制一般 
評価対象項目 省略 
※ 下請代金総額が３，０００万円（建築４，５００万円）以上となる工事にお
いて、受注者が社会保険等未加入建設業者と下請契約を締結した場合（注）、
下記の「社会保険等未加入業者との下請契約締結」欄をチェックし施工体制一
般の評価を１ランク下げる。（注）発注者が特別の事情を有しないと認めた場
合、又は特別の事情を有すると認めた場合で、発注者が定める一定の期間内
に、当該社会保険等未加入建設業者が社会保険等につき届出の義務を履行した
事実を確認できる書類が提出されなかった場合 

 
□ 社会保険等未加入業者との下請契約締結 
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○ 工事成績評定要領（工事成績採点表の考査項目別運用表） 新旧対照表 

新 旧 
 

工事成績採点表の考査項目別運用表 
６.社会性等 
Ⅰ．地域への貢献等 
 

□ 周辺環境への配慮に積極的に取り組んだ。 

□ 現場事務所や作業現場の環境を周辺地域との景観に合わせるなど、積極的

に周辺地域との調和を図った。 

□ 定期的に広報紙の配布や現場見学会等を実施して、積極的に地域とのコミ

ュニケーションを図った。 

□ 道路清掃などを積極的に実施し、地域に貢献した。 

□ 地域が主催するイベントへ積極的に参加し、地域とのコミュニケーション

を図った。 

□ 災害時などにおいて、地域への支援又は行政などによる救援活動への積極

的な協力を行った。 

□ 県産品使用率が１００％であった。 

□ 県内の元請業者が工事の全てを施工していた。 

□ 下請業者が全て県内業者であった。 

□ その他（理由：                   ） 

 
●判断基準 
  該当項目数７以上      ・・・・・・ ａ 
  該当項目数５以上７未満   ・・・・・・ ａ' 
  該当項目数３以上５未満   ・・・・・・ ｂ 
  該当項目数１以上３未満   ・・・・・・ ｂ' 

該当項目なし         ・・・・・・ ｃ 
 
（欄外注釈） 
※１．地域への貢献等とは、工事の施工にともなって、地域社会や住民に対する

配慮等の貢献について、加点評価する。 
※２．県内業者の下請に関する評価において、県内業者が施工できない特殊工種

は評価の対象外とし、それ以外の工種で評価する。 
 

 
工事成績採点表の考査項目別運用表 

６.社会性等 
Ⅰ．地域への貢献等 
 

□ 周辺環境への配慮に積極的に取り組んだ。 

□ 現場事務所や作業現場の環境を周辺地域との景観に合わせるなど、積極的

に周辺地域との調和を図った。 

□ 定期的に広報紙の配布や現場見学会等を実施して、積極的に地域とのコミ

ュニケーションを図った。 

□ 道路清掃などを積極的に実施し、地域に貢献した。 

□ 地域が主催するイベントへ積極的に参加し、地域とのコミュニケーション

を図った。 

□ 災害時などにおいて、地域への支援又は行政などによる救援活動への積極

的な協力を行った。 

□ 県産品使用率が１００％であった。 

□ 県内の元請業者が工事の全てを施工していた。 

□ 下請業者が全て県内業者であった。 

□ その他（理由：                   ） 

 
●判断基準 
  該当項目数７以上      ・・・・・・ ａ 
  該当項目数５以上７未満   ・・・・・・ ａ' 
  該当項目数３以上５未満   ・・・・・・ ｂ 
  該当項目数１以上３未満   ・・・・・・ ｂ' 

該当項目なし         ・・・・・・ ｃ 
 
（欄外注釈） 
※１．地域への貢献等とは、工事の施工にともなって、地域社会や住民に対する

配慮等の貢献について、加点評価する。 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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○ 工事成績評定要領（工事成績採点表の考査項目別運用表） 新旧対照表 

新 旧 
 

工事成績採点表の考査項目別運用表 
 
７.法令遵守等 

 
【上記で評価する場合の適応事例】 
 1.～15. 省略 
 
16. 総合評価落札方式における技術提案等が受注者の責により履行されていなか

った。 
17. □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□受注者が社会保険等未加入建設業者と下請契約を締結した。（発注者
が特別の事情を有しないと認めた場合、又は特別の事情を有すると認めた場
合で、発注者が定める一定の期間内に、当該社会保険等未加入建設業者が社
会保険等につき届出の義務を履行した事実を確認できる書類が提出されなか
った場合） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
工事成績採点表の考査項目別運用表 

 
７.法令遵守等 

 
【上記で評価する場合の適応事例】 
 1.～15. 省略 
 
16. 総合評価落札方式施工計画型による入札において提出した施工計画の記載内

容どおりの履行がなされていなかった。 
17. 下請代金総額が３，０００万円（建築４，５００万円）以上となる工事にお

いて、受注者が社会保険等未加入建設業者と下請契約を締結した。（発注者
が特別の事情を有しないと認めた場合、又は特別の事情を有すると認めた場
合で、発注者が定める一定の期間内に、当該社会保険等未加入建設業者が社
会保険等につき届出の義務を履行した事実を確認できる書類が提出されなか
った場合） 

点  数

1． 入札参加資格停止６ヶ月以上 -20点

2． 入札参加資格停止４ヶ月以上６ヶ月未満 -15点

3． 入札参加資格停止２ヶ月以上４ヶ月未満 -13点

4． 入札参加資格停止１ヶ月以上２ヶ月未満 -10点

5． 文書注意 - 8点

6． 口頭注意 - 5点

7．

- 3点

8． その他　（　理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） -　 点

　　　　　　措     置     内     容

工事関係者事故又は公衆災害が発生したが、当該事故に係る安全管理の措置の不適切な程度が軽

微なため、口頭注意以上の処分が行われなかった場合

（不問で処分した案件。もらい事故や交通事故は含まない。）

点  数

1． 入札参加資格停止６ヶ月以上 -20点

2． 入札参加資格停止４ヶ月以上６ヶ月未満 -15点

3． 入札参加資格停止２ヶ月以上４ヶ月未満 -13点

4． 入札参加資格停止１ヶ月以上２ヶ月未満 -10点

5． 文書注意 - 8点

6． 口頭注意 - 5点

7．

- 3点

8． その他　（　理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） -　 点

工事関係者事故又は公衆災害が発生したが、当該事故に係る安全管理の措置の不適切な程度が軽

微なため、口頭注意以上の処分が行われなかった場合

（不問で処分した案件も減点の対象とする。ただし、もらい事故や交通事故は含まない。）

　　　　　　措     置     内     容


